
両河内地区
施設一体型小中一貫校化

に関する説明会

令和２年10月
静岡市教育委員会事務局

本日の目的
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第１回地元説明会での意見等を踏まえた市教育
委員会としての対応方針を説明

１ 小中一貫教育グランドデザイン
（教育課程）について

２ 施設整備案について

３ 通学支援策について

４ 今後の予定
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１ 小中一貫教育
グランドデザイン
について

ふるさと両河内に誇りをもち、

豊かに表現できるたくましい子 4

目指す子ども像

１ 仮称清水両河内小中学校グランドデザイン

ふるさと両河内を
大切にしてほしい

様々なことに
前向きに
挑戦してほしい

外部の人と交流し、
コミュニケーション力・
発信力をつけてほしい

卒業後も発揮できる
主体的に取り組む力・
リーダーシップを
つけてほしい

これからの時代に必要な
力をつけてほしい
（英語力・ICT活用力等）

地域・保護者の願い
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新設校に向けての
現在の取組

●前期ステップ（１・２・３年）

『両河内を知る』

●中期ステップ（４・５・６年）

『両河内の人の生き方に学ぶ』

●後期ステップ（中１・２・３年）

『両河内に貢献（恩返し）する』

※自らの考えでできる

目指す子ども像

ふるさと両河内に誇りをもち、
豊かに表現できるたくましい子

ぼくはここ豆作りを
お手伝いしたいな。

わたしは湯沢そばを
作ってみたいな。

ココバスは、大変な苦労
があって、今、ぼくたち
が便利に使ってるんだ。

両河内のお茶は、歴史が
あり、様々な人の願いや
思いがつまってるんだ。

ココバスみたいに、両
河内のためになること
をやりたいな。

両河内のお年寄りに
恩返しをしようよ。

９
年
間
を
通
し
て
育
む
資
質
・
能
力

１ - ① ふるさとに誇りを持つ教育活動

ディスカバー両河内
「総合的な学習の時間」９年間の学び
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両河内茶で交流を広げよう

●地域の方とのかか
わりで、両河内の
良さを感じている。

●交流活動に主体的
に取り組もうとす
る姿勢が身につい
ている。

１ - ① ふるさとに誇りを持つ教育活動
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両河内の良さを発信しよう

●何度もやりとり
する中で、両河
内のよさを再発
見している。

●良さが伝わるよ
う何度も修正す
ることで、表現
力を身につけて
いる。

１ - ① ふるさとに誇りを持つ教育活動
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ICTを活用した合同授業

１ - ② コミュニケーション力の育成

●英語で様々な人
とコミュニケー
ションする力が、
ついてきている。

●リモートで相手
と話すことに慣
れている。
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福島県 小高中と遠隔交流

１ - ② コミュニケーション力の育成

●距離を超えて福島
県の子どもと同級
生としてコミュニ
ケーションをとる
力が育っている。

●両河内が誇るお茶
を仲立ちにして、
自分たちを表現す
る企画力が育って
いる。
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リモートで地域貢献しよう

１ - ② コミュニケーション力の育成

●事前打合せを生
徒が行い、交渉
する力をつけた。

●相手に合わせて
企画する・話す
受け答える力を
つけた。

●みんなで楽しい
時間をすごした。
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今年度の取組 和田島小・両河内中 合同体育祭

１ - ③ 一体感を育む取組

９年間の異年齢の
仲間と

●小１から中３まで
の一体感を味わう
ことができた。

●運営や準備などに
全員が全力でかか
わり、創り上げた。
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今年度の取組 ３小合同リレー大会

１ - ③ 一体感を育む取組

（子どもたちの声）

●おおぜいの子と走れ
て楽しかった。

●同じ学年の子と競う
経験ができてよかっ
た。

●学校対抗だったので
校内でやるリレーよ
り勝ちたい気持ちが
強くなった。

人間関係の変化
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今年度の取組 ３小合同道徳の授業

１ - ③ 一体感を育む取組

（子どもたちの声）

●６年生が17名もいて、
いろいろな考え方に
ふれることができた。

●グループもたくさん
で、話し合いが活発
だった。

●４月から同じ教室で
勉強するのが楽しみ。

人間関係の変化
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２ 新しい学校の
施設整備案
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２ - ① 小学校棟の新設

体育館

校舎

技術
科棟

体育館

校舎

技術
科棟

新設校舎

体育館 既
存
校
舎

小学校棟完成パース
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２ - ① 新校舎の整備の考え方

●新設校を実感できるよう窓を大きくとり、

明るく温かみのある新校舎

●木材の仕上げを使用し、山と一緒に生

きてきた両河内を知り感じることので

きる内装

●地域の人々と交流しやすい設計

２ - ① 小学校棟の新設について

体育館

技術
科棟

体育館

技術
科棟 交流スペース内に地元の

歴史展示コーナーの設置
※イメージ図書館 ※イメージ

図書館
交流
スペース

トイレ

トイレ

昇降所

１階

書庫

外部出入口
●地域の方も入りやすい特別の出入口

●木材を多用した室内環境
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２ - ① 小学校棟の新設について

体育館

技術
科棟

体育館

技術
科棟

新設教室 ※イメージ

教室 トイレ
トイレ

トイレ

トイレ

２階 ３階

教室

教室

教室

教室

教材庫 教材庫

教室

●柱のない広い空間と木材の温
かみのある教室
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２ - ② 中学校棟の改修の考え方

●新しい学校ができたという気持ちにな
れるように外壁改修や内装改修を行う。

●小中の教員が相談し、９年の成長を見
守れるよう一つの職員室とする。保健室
など小学生もよく使う施設は１階に配置。

●地域との交流が増えることから事務室
を入口が見えやすいところに配置し、安
心できる学校環境とする。
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２ - ② 施設整備について

体育館

校舎

＜中学校棟校舎改修内容＞
外装：外壁塗装改修
内装：一部の教室、廊下等の

内装リニューアル

ICT教室 ※イメージ

保健室シャワー室
※イメージ

３階

音楽室 教室 教室
コンピュ
ータ室ICT

教室

ICT専用教室設置

トイレは
平成30年に改修済み

２階

理科室 教室 多目
的室

美術室＆
技術科室フリー

スペース

個別指導などさまざまな
用途で使える室

１階

職員室 会議室 調理室

事務室

保健室

小学生用にシャワー室設置

事務室
設置

文書庫
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３ 通学支援策に
ついて
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３ スクールバスによる通学支援について

体育館

校舎

技術
科棟

校舎

技術
科棟

（令和２年５月作成）

令和４年度利用者予測
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（１）対象者

●西河内小学区、中河内小学区の全児童生徒

●和田島小学区の遠方の児童生徒

（２）乗降車の間隔など（予定）

●ココバスのバス停を利用

●登下校 大平方面 車両２台利用
板井沢方面 車両２台利用

３ スクールバスによる通学支援について

※スクールバスを利用しないで、片道４ｋｍ以上を自転車通学する中学生には、
これまでと同様に通学用品を補助する。
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（３）整備概要（予定）

●スクールバスを４台整備
（大２台、小２台）

●２路線を整備

大平方面 ⇔ 両河内中
（大平奥、貝伏、布沢、葛沢、高山を含む）

板井沢方面 ⇔ 両河内中
（湯沢、樽、清地を含む）

３ スクールバスによる通学支援について

※画像はイメージです
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４ 今後の予定
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１．新しい学校名の公募
（11月～12月：募集、１～２月：選定、３月：決定）

２．地域の方とリモート交流を実施

３．両河内サポーターズクラブの体制や、
交流スペースの運用方法を検討

４. 子どもたちが自ら企画する新しい学校
をつくるための取組を応援していただ
きたい。（合同体育祭の企画など）

４ 今後の予定


